
道
路
陥
没
事
故
を
未
然
に
防
止

検
討
委
で
重
点
対
象
な
ど
選
定

国
土
交
通
省
は
３
月
３
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
特
別
会
議
室
で
第
２
回
「
下
水
道
等
に

起
因
す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院
大

学
特
別
教
授
）
を
開
き
、
全
国
の
主
要
な
下
水
道
管
を
一
斉
に
点
検
す
る
方
針
を
固
め
た
。
国
が
重
点
的
な
点
検

対
象
と
な
る
下
水
道
管
を
選
定
し
、
各
事
業
体
な
ど
に
要
請
す
る
。
劣
化
が
進
行
す
る
下
水
道
管
に
よ
る
重
大
事

故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
早
け
れ
ば
３
月
中
に
も
点
検
を
呼
び
か
け
る
考
え
だ
。

当
日
は
道
路
陥
没
事
故
が

発
生
し
た
埼
玉
県
八
潮
市
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
。
ト
ラ

ッ
ク
運
転
手
が
車
両
ご
と
落

下
し
て
行
方
不
明
と
な
り
、

地
域
住
民
約
１
２
０
万
人
が

洗
濯
や
入
浴
に
よ
る
下
水
道

の
使
用
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

検
討
委
で
は
国
交
省
の
松

原
誠
上
下
水
道
審
議
官
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
八
潮

市
の
事
故
発
生
か
ら
約
１
カ

月
経
過
し
た
。
当
省
も
こ
の

よ
う
な
事
故
は
二
度
と
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い

を
強
く
し
、
下
水
道
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
全
力
を
注
い
で

い
く
。
当
委
員
会
の
初
会
合

で
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
一

斉
点
検
を
速
や
か
に
行
う
べ

き
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
本
日
は
一
斉
点
検
の
考

え
方
に
つ
い
て
ご
検
討
を
お

願
い
す
る
」
と
要
請
し
た
。

続
い
て
家
田
委
員
長
が

「
先
ほ
ど
八
潮
市
の
事
故
現

場
を
視
察
し
、
地
盤
や
下
水

道
管
の
状
態
を
確
認
し
た
。

得
る
と
こ
ろ
は
多
か
っ
た
と

思
う
。
可
能
な
限
り
下
水
道

管
の
実
態
を
把
握
し
、
先
手

を
打
た
な
い
と
い
け
な
い
。

皆
さ
ま
と
共
に
現
場
の
実
態

に
合
致
し
た
対
策
を
発
信
し

て
い
く
」と
意
欲
を
示
し
た
。

議
事
で
は
一
斉
点
検
の
対

象
や
方
法
に
つ
い
て
検
討
。

事
故
発
生
後
、
７
都
府
県
が

管
轄
す
る
１３
カ
所
の
大
規
模

下
水
道
管
路
で
緊
急
点
検
が

行
わ
れ
た
。
今
回
は
事
故
の

危
険
性
と

社
会
的
な

影
響
を
考

慮
し
、
大

幅
に
対
象

を
拡
大
す

る
。
下
水

道
に
起
因

す
る
道
路

陥
没
事
故

は
令
和
４

年
度
の
調

査
で
約
４

０
０
件
あ

っ
た
こ
と

か
ら
、
点
検
が
数
百
カ
所
に

及
ぶ
可
能
性
も
あ
る
。

点
検
対
象
の
選
定
に
あ
た

っ
て
事
故
が
発
生
し
や
す
い

布
設
後
４０
年
超
を
目
安
に
勾

配
変
化
の
激
し
さ
な
ど
に
よ

る
腐
食
環
境
、
緩
み
の
状

態
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
管
路
の

接
続
部
や
特
殊
な
継
手
部
、

施
工
が
困
難
な
急
曲
線
部
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ま
た

軟
弱
な
地
盤
や
地
下
水
位
が

高
い
場
所
、
埋
設
深
度
、
近

接
す
る
地
下
管
路
の
有
無
な

ど
も
選
定
の
要
素
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
項
目
を
総
合
的

に
判
断
し
た
う
え
で
点
検
対

象
を
決
定
。
都
道
府
県
・
市

区
町
村
に
よ
っ
て
は
財
政
的

・
人
員
的
に
迅
速
な
対
応
が

難
し
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
国
の

支
援
を
検
討
す
る
。

国
交
省
は
下
水
道
の
管
径

１
ｍ
で
分
流
式
６
万
人
・
合

流
式
５
０
０
０
人
に
影
響
が

あ
る
と
試
算
。
管
径
３
ｍ
な

ら
分
流
式
５２
万
人
・
合
流
式

４
万
人
、
５
ｍ
超
の
場
合
は

分
流
式
１
４
６
万
人
・
合
流

式
１２
万
人
に
影
響
す
る
と
み

て
い
る
。

全
国
の
下
水
道
管
総
延
長

約
４９
万
㎞
の
う
ち
管
径
２
ｍ

超
は
全
体
の
２
％
（
約
９
７

９
０
㎞
）
、
分
流
式
・
雨
水

管
は
全
体
の
５３
％
、
分
流
式

・
汚
水
管
は
１３
％
、
合
流
式

は
３４
％
。
材
質
別
で
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
管
が
９１
％
を
占
め

て
い
る
。

点
検
方
法
は
マ
ン
ホ
ー
ル

目
視
や
管
口
カ
メ
ラ
に
潜
行

目
視
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
や
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
内
部
撮
影
と

な
っ
て
い
る
。
不
具
合
が
発

見
さ
れ
た
場
合
、
路
面
や
内

部
か
ら
の
空
洞
調
査
を
実
施

し
、
探
査
車
な
ど
で
電
磁
調

査
を
行
う
。
ま
た
管
の
腐
食

に
よ
る
管
厚
の
減
少
や
管
路

の
た
わ
み
・
変
形
・
破
損
な

ど
を
詳
細
に
調
べ
る
た
め
、

非
破
壊
検
査
の
手
法
を
導
入

し
、
レ
ー
ザ
照
射
器
や
検
査

ロ
ボ
ッ
ト
、
超
音
波
測
定
な

ど
を
活
用
し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
検
討
委
で
は
昨

年
７
月
に
千
葉
県
柏
市
、
今

年
２
月
に
埼
玉
県
所
沢
市
で

発
生
し
た
老
朽
大
口
径
管
の

漏
水
事
故
に
つ
い
て
紹
介
。

さ
ら
に
今
回
の
道
路
陥
没
事

故
に
対
応
中
の
埼
玉
県
か
ら

①
重
点
的
に
点
検
を
行
う
対

象
・
頻
度
・
技
術
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
②
道
路
管
理
者
を

は
じ
め
と
す
る
他
の
管
理
者

と
の
リ
ス
ク
情
報
の
共
有
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
③
事
故
発

生
時
の
対
応
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
④
今
後
の
施
設
の
維
持

更
新
や
再
構
築
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
ま
た
そ
れ
ら
を
支

え
る
制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
―
―
の
４
つ
の
論
点
に
対

す
る
提
案
が
行
わ
れ
た
。

全国の下水道管の一斉点検へ全国の下水道管の一斉点検へ

経過年数・管径別の下水道管路延長

委員らが八潮市の事故現場を視察

家田委員長松原審議官
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